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概要	
DS28CM00の評価システム(EVシステム)は、DS28CM00
の評価ボード(EVボード)とMaximのCMAXQUSBコマンド
モジュールで構成されます。DS28CM00は、業界標準の
I2CおよびSMBus™インタフェースによって決定することが
できる完全に固有のIDを提供する低コストの電子登録番号
です。この登録番号は、固有の48ビットシリアル番号、
8ビットCRC、および8ビットファミリーコードからなる 
製造時にレーザで書き込まれた64ビットROMです。
DS28CM00の機能を実証するためのシンプルなユーザ 
インタフェースを提供する評価ソフトウェアは、Windows 
XP®またはWindows® 2000オペレーティングシステム
(OS)上で動作します。

PCを使用してDS28CM00を評価するための完全なEV 
システムは、DS28CM00EVKITを注文してください。また、
EVシステム用の評価ソフトウェアは、Maximのウェブサイト、
japan.maxim-ic.com/EVkitsoftwareから入手可能です。

特長	
S	実証済みPCBレイアウト

S	完全な評価システム

S	便利なオンボードのテストポイント

S	完全実装および試験済み

S	ダウンロード可能な評価ソフトウェア

型番	

部品リスト	内容リスト	

Rev 1; 10/09

SMBusはIntel Corp.の商標です。
Windows XPおよびWindowsは、Microsoft Corp.の登録商標です。

+は鉛(Pb)フリー/RoHS準拠のパッケージを表します。
T = テープ&リール
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本データシートは日本語翻訳であり、相違及び誤りのある可能性があります。 設計の際は英語版データシートを参照してください。

価格、納期、発注情報についてはMaxim Direct (0120-551056)にお問い合わせいただくか、Maximのウェブサイト	
(japan.maxim-ic.com)をご覧ください。

PART TYPE

DS28CM00EVKIT EV Kit

QTY DESCRIPTION

1
DS28CM00 EV Board: Daughtercard containing  
Maxim DS28CM00 

1 CMAXQUSB: Command module with USB cable

DESIGNATION QTY DESCRIPTION

J1 1
100-mil centers, 20-pin female 
right-angle header 

U1 1
I2C/SMBus silicon serial number 
(5 SOT23)
Maxim DS28CM00R-A00+T

— 1 PCB: DS28CM00 EVAL BOARD

http://japan.maxim-ic.com/EVkitsoftware
http://japan.maxim-ic.com
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クイックスタート	
注：以下の項目中で、ソフトウェアに関連する項目は、太字
によって識別します。太字のテキストは、EVキットソフト
ウェアの項目を直接表します。太字および下線付きのテキ
ストは、Windowsオペレーティングシステムの項目を表し
ます。

必要な機器
•	 Microsoft .NET Framework Version 1.1をインストール

済みのWindows XPまたは2000 OSが動作するPC

•	 PCの空きUSBポート

評価ボード
DS28CM00のEVボードは、DS28CM00の評価を容易
にするための実証済みのPCBレイアウトを提供します。 
正常な動作のために、DS28CM00のEVボードに適切 
なタイミング信号をインタフェースする必要があります。
DS28CM00のEVボードは、ボードの上部に配置された
DS28CM00と、ボードの左端に配置されたライトアング
ルの20ピンのメスコネクタで構成される簡単な回路です。
この20ピンのメスコネクタは、CMAXQUSBコマンド 
モジュール に 差し込まれ、DS28CM00の 電 源(VC)、 
グラウンドリターン(GN)、データ(SD)、およびクロック 

(SC)ピンを接続します。｢DS28CM00の評価ボードの回路
図｣を参照してください。

評価システム
DS28CM00のEVシ ステム は、CMAXQUSBコ マンド 
モジュールが接続されたDS28CM00のEVボード、および
評価ソフトウェアとして定義されます。DS28CM00の 
EVボードは、CMAXQUSBコマンドモジュール上の適切に
ラベル表示されたピンに接続します。図2の、P3の位置の、
｢MAX SMBus COMPATIBLE INTERFACE｣というラベル
表示を参照してください。評価ソフトウェアは、コンピュータの
USBポートを通してEVボードとインタフェースし、Windows 
XP/2000 OSで動作します。セットアップおよび操作手順
について、｢クイックスタートシーケンス｣の項を参照してく
ださい。

クイックスタートシーケンス
1)	�評価を開始する前に、以下の機器が用意されている 

ことを確認してください。

	 •	�DS28CM00のEVシステム(DS28CM00のEVボード
とCMAXQUSBモジュールが含まれています)

	 •	�空きUSBポートのあるWindows XP/2000 OSを実行
可能なPC

図1. 標準セットアップ

PC

CMAXQUSB BOARD

SPARE USB PORT

A-B USB CABLE

NOTE: NOT TO SCALE.

LEDs

DS28CM00 EVALUATION BOARD
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2)	PCと接続する前に、以下を実行してください。

	 a.	�CMAXQUSB VDD SELECTのジャンパを設定して、
+5Vロジックを選択します。

	 b.	�EVボードを、P3 (I2C/SMBusピン)の位置の20ピン
コネクタでCMAXQUSBボードと接続します。

3)	�MaximのEVキットソフトウェアのページまたはEV 
システムのクイックビュー：japan.maxim-ic.com/ 
DS28CM00EVKITから、評価ソフトウェアをダウン
ロードします。評価ソフトウェアは、.zipアーカイブファ 
イルとして提供されます。空の、または新しく作成した
ディレクトリに、アーカイブの内容を解凍します。

4)	�CMAXQUSBとコンピュータをUSBケーブルで接続し
ます。CMAXQUSBボードの接続が初めての場合、
Windowsプラグアンドプレイシステムは新しいハード
ウェアを検出し、新しいハードウェアの追加ウィザード
を自動的に実行します。評価ソフトウェアファイルが 
解凍されるディレクトリがあるデバイスドライバの検索
場所を必ず確認してください。

5)	�デバイスドライバのインストール中に、Windowsは、
Maximの使用するデバイスドライバがデジタル署名を
含んでいないことを示す警告メッセージを表示します。
この状態は、エラーではありません。インストールを
安全に続行することができます。

6)	�プログラムの実行のために、Microsoft .NET Framework
Version 1.1が必要です。Microsoft .NET Framework
Version 1.1がインストールされていない場合は、ダウン
ロードおよびインストールの手順について、下記のウェ
ブサイトを参照してください：http://msdn.microsoft.
com/netframework/downloads/framework1_1/。

7)	�解凍された評価ソフトウェアのファイルを含んでいる
ファイル フォ ル ダ 中 のDS28CM00_Evaluation_
Program.exeをダブルクリックすると、EVシステムの
ソフトウェアが開始されます。

8)	�デバイスドライバのインストール中に問題が発生する 
場合、その詳細について、アプリケーションノート
3601 ｢マキシム評価キットでのWindowsのプラグ 
アンドプレイとUSBのトラブルシューティング｣を参照
してください。

ソフトウェアの詳細	
ソフトウェアウィンドウは、3つの異なる動作を可能にする
3つの異なる項目を備えた1つの画面です。

1)	�CMAXQUSB Connectのセクションでは、Connect
ボタンをクリックするとCMAXQUSBのEVボードに 
接続することができます。画面下部のステータスバー
のメッセージによって接続ステータスを提供します。 
接続されていれば、CMAXQUSBボードから読み出さ

図2. DS28CM00評価ボードが接続されたCMAXQUSB

http://japan.maxim-ic.com/DS28CM00EVKIT
http://japan.maxim-ic.com/DS28CM00EVKIT
http://msdn.microsoft.com/netframework/downloads/framework1_1/
http://msdn.microsoft.com/netframework/downloads/framework1_1/
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れたファームウェアバージョンの文字列とともにステー
タスバーのテキストは適切なメッセージを表示します。

	� ボードから切り離すためには、Disconnectボタンを
選択します。すると、適切な切離しメッセージが、ステー
タスバーのテキストに表示されます。プログラムが
CMAXQUSBボードに接続されていない場合、ソフト 
ウェアウィンドウ上のすべてのreadおよびwriteボタン
は、クリックすると、DS28CM00の読出しまたは 
書込みを行う前に、ボードが接続される必要がある 
ことを示すメッセージの応答があります。

2)	�このデバイスのシリコンシリアルナンバーは、DS28CM00 
Read Silicon Serial Numberのセクションの下に表示
されます。これには、このデバイスのファミリーコード、
シリアルナンバー、CRC-8 (エラーチェック用)、および
コントロールレジスタ(このデバイスがSMBusのタイム
アウトとなるか、またはタイムアウトを避けるI2C仕様
に従うかを決定する)が含まれます。Read Device
ボタンをクリックすると、DS28CM00のシリコンシリ
アルナンバーの簡単な読出しが開始されます。プログ
ラムは、ファミリーコード、シリアルナンバー、CRC-8、
およびコントロールレジスタからなるシリコンシリアル
ナンバーを返します。CMAXQUSBボードとの接続を 
先に行わないとデバイスを読み出すことができないこと
に注意してください(ステップ1を参照)。

3)	�DS28CM00 Control Registerのセクションでは、
コントロールレジスタへの書込み、または読出しをする
ことができます(｢0｣または｢1｣のいずれか)。コントロール
レジスタが1 (電源投入時のデフォルト)に設定された
とき、デバイスは、バスタイムアウト機能がイネーブル
になるSMBusモードになります。コントロールレジスタを
0に設定することによって、デバイスはタイムアウト機能
がディセーブルになるI2Cモードになります。CMAXQUSB
ボードと最初に接続を行わなければ、デバイスの書込
みも読出しも可能でないことに再度注意してください 
(ステップ1を参照)。

また、このアプリケーションは、FileおよびHelpメニュー
のオプションを備えています。Fileオプションは、プログ
ラムの終了のみが可能で、Helpオプションは、プログラム
についてのバージョンデータを含むAboutボックスの表示
のみが可能です。

オンライン情報	
DS28CM00 ICのデータシート： japan.maxim-ic.com/
DS28CM00

CMAXQUSBのユーザーガイド： japan.maxim-ic.com/
CMAXQUSB

図3. ソフトウェアのメインウィンドウ

http://japan.maxim-ic.com/DS28CM00
http://japan.maxim-ic.com/DS28CM00
http://japan.maxim-ic.com/quick_view2.cfm/qv_pk/5034
http://japan.maxim-ic.com/quick_view2.cfm/qv_pk/5034
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DS28CM00の評価ボードのレイアウト	

DS28CM00の評価ボードの回路図	

TOP LAYER (SIDE A, COMPONENT SIDE) BOTTOM LAYER (SIDE B)

SILKSCREEN COMPOSITE (TOP, BOTTOM, SILKSCREEN)
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Maximは完全にMaxim製品に組込まれた回路以外の回路の使用について一切責任を負いかねます。回路特許ライセンスは明言されていません。
Maximは随時予告なく回路及び仕様を変更する権利を留保します。
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